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資料１



リフォームの市場規模

• 仮に5000万戸で年間8兆円のリフォーム⇒年16万円／戸

• 下推計は、着工統計、家計調査、住民基本台帳に基づく人口等の
調査を元にしている。

国交省資料より抜粋
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リフォーム工事業の事業所数

• リフォーム工事業の事業所数・従業員数
（2021年は約14万人）は増加傾向（経済セン
サスより）。
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建築物リフォーム・リニューアル調査報告

• 元請けとして受注したリフォーム・リニューアル工事
について、建設業許可業者5000業者に対してアンケー
トを実施（2008年より開始）
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西島・権藤「構造・建築年代別の住宅リフォーム工事費の推移とリフォーム費用推定」、2024
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建築時期別の面積当たり年間工事受注高
（2008～2017年の平均）

前掲の西島・権藤（2024）より
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既往研究：居住者アンケートによる推計

• 木造在来100㎡程度、交換周期、工事単価に基
づく推計⇒30年で1000万円、60年で2000万円

小松幸夫、遠藤和義「戸建住宅のライフサイクルコストの推計」日本建築学会計画系論文集、2000年8月
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建築物リフォーム・リニューアル調査報
告による推計との比較

• リフォーム・リニューアル調査報告の集計では
30年116万円、60年間219万円と大きな差

• 統計的に捕捉は難しい？木造住宅は費用をかけ
てリフォームされていない？

前掲の西島・権藤（2024）より
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参考

前掲の西島・権藤（2024）より
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戸建住宅のLCC

• 工務店・ハウスメーカー等の住宅生産者によっ
ては独自の積み立ての仕組みをしているところ
もある（維持管理、増改築、解体）。

• 構法等の特別な認定を取得して建設された場合、
増改築のハードル（コスト、手続き）が上がる
場合があるのでは。

• 解体費用の増加（労務費、解体材の処分費）に
よって、建替え・リフォームのバランスが近年
変化しているのでは。

• 長期優良住宅の維持保全の状況調査結果から近
年のかかっている費用の実態が分かるのでは。
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